
論文- 報告

戦 前および戦時 中の地理教育
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私は現在地理を通して教育vc沸きわっている者ではあるが.教育学を学んだことはなく.また教

育全般の問題について学問的vc考えたこともなしも ただ私は仕事の関係上戦前から戦後にかけて.

問飲的ではあったが.地理の方面から,教育問題に取り組んだ経験があり.しかもそれが連続的で

なかっただけに却って地理教育の内容の変化の比較に贋であったよ)な環境の下VC置かれていたの

ではないかと思)｡ これが私が敢えてこのよ)な問題を凄んだ所以である｡

地理教育に限らず戦前から戦中を経て.戦後の今日に至る日本の教育の推移は,次の三つの時期

に分けて考察するのが侯のよ)である｡簡1の時期は準戦時体制vc入るまでの時期,すなわち昭和

12年頃までの時期であるO 帝2は準戦時から戦時に至るせでの時期,帝56鰍 ある｡ これらの

各時期の間には相当原著な相違があるO 以下.それらの各時期から戦前及び戦時中の教育方針乃至

内容がどのようなものであったかVCつき.考察してみようO

昭 和初 期の 地理教育

よく教寓 特に今日社会科に入っている緒教科机 戦前と戦後との間には思レ切った変革があったと云

われている｡誠vcその通りではあるが.戦前といっても.明治の初期から終戦までの長い間に亘っ

て.いわゆる戦前教育として非難されるよ)な教育が行なわれていたわけではない.教育の本質か

ら大きく歪曲したよ)な偏向は,むしろ日本が準戦時体制に入ってからの数年間の短かい間であっ

た｡このことを明らかにするために.昭和12年の夏に日本で行なわれた.国際教育会議中の地理

部門の日本側の発表を通して,当時までの日本の地理教育の内容を窺って見よ90

この会議は世界教育連盟TheWrldFedemtionofmucation血SOCiationSが主催して2年毎

に世界各地で開いていたものが,昭和12年8月2日から8日にかけては.日本が招請国となって

東京で開催されたものであるo会議の名称は帝7回世界教育遵盟隔年金譲TheSeventhBiernial

ConfereTX!eOftheⅥもrldFederati仇の虎EhucationAssociation.会場は束京帝国大学.総裁vTL開

院宮織仁親王を戴き.会長は.当時の東京市長永田秀次郎氏が当った｡
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この会議は,教育界の会としては勿論のこと,全学界を通じて,国際的の会議として払 我が国

空前の規模のもので,世界に捗かる45カ国から1,000人近くの代表を迎え,それに日本の教育

関係からの2,008人にあまる参加者を加えて,′総勢5,000人を越える大会議と患った｡時あた

かもシナ事変勃発の直後に当ってはいたか,会藩はこれに何等影響巷れることもをく大成功裡に終

D,各国の代表は嘗日本のホスピタ1)ティJを感謝しつつ帰国し,国際理解の上町結ばれた国際親

善の乗は十二分に果されたのである｡

私か昭和初期の地理教育の精神と内容を考察しようとするに当って,大部分の訳者にとっては.

記憶はおろか,殆ど耳にしたとともないよう恵国際会議を冒頭に持ち出したのは他ではない.この

会議か.地理教育に対しては,他の学科とは全く別の角藍から取り上げ,特別の関心を示したから

である｡元来この会議紘教育に関する方針,方法,並びに国際協力をどの問題について話し合う会

議であって,従って,会議の部会の分け方も,理科とか数学とか国帝とか体育とか云 うような学科

目別にはなっていなかった｡レ､ま手もとにある会議のプロシーディソグズに就いて見ると,会議は

成人教育,放送,商業教乳 大学教育,中等数乱 初等教育,手芸教育,教育立湊,保健家庭及び

学校教育,視覚教育の諸部会に加えて,独り地理部会だけか,学科目の名称を冠して,独立の部門

として加えられていたOそしてこのことは,独りこの第7回の会議に限ったことではな(,.それま

での6回を数える世界各地で開催された会議でも同様であった｡

それなれば,何故に独り地理だけか他の学科目とは全然別待遇を受けて.独立の部会に加えられ

たのかということの理由は,殆ど説明の必要かないと思 うか,地理教育の重要な使命の一つか国際

理解を体認せしめる使命を荷っている学科であると考えられてお9,との会議を主催した世界教育

連盟の主売呂的れ 教育を通しての国際理解の向上から国際親善につなかる線に置かれていたこと

に因るものである｡

この趣旨に賛同し,即応するために,日本側としては.当時の日本地理学会会長,東大教捜加藤

武夫氏の下に,東京女子高等師範学校教授教本信之氏を委員長とし,多田文男(当時東大,硯駒沢

大学教授).石田竜次郎(当時東京商☆教授).渡辺光(当暗陸軍士官単軌 現お茶の水女子大学

教授),保柳睦美 (当時府立高校,現立教大学数捜)の諸氏を委負として,地理部会の運営に当る

ことになったC.

この様に云 うと,敬前戦時中の日本の教育は排他的軍国主義に徹していたというような宣伝か行

き届い{いる今の若い先生方には意外に感ぜられるかも知れないか,日本の教育姓,昭和16年に

時局に即応すべく小学校を改めて国民学校とし,その教具拳成機関としての師範学校を昇格強化し,

中等学校教育をも同様の方針の下に改訂するまでは,当･時の世界の他の自由主義国家と比較しても,
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今日の観点からしても,左程歪曲されたものでは夜かったのであるO さればこそ,この会議の地理

部会の目標が明白に地理教育を通しての国際理解,国際親善の促進と,その具俸策の検討にあたっ

たにも不拘,日本側としては単に当時の日本の地理教育の目標及び現況をあbのままに操示するこ

とによって,外国の代表と共通の基盤の上にたって論ずることができたばかDで夜く,日本側から

は地理教育を通じての国際親尊を促進すべき具体策までも提案されて,満場の賛同を得たのであるO

この会議の地畔 β門の歎 上の中J亡人物であっ7# は･会議の壮じまった時は既にドイツに外遊さ

れていたので,論文は私が代読したo氏は地理部門の中心課題である ｢地理教育を通しての国際理

解｣の問題に次の標題を掲げて正面から取り組まれた.

Nobuyukilimoto.PromotionofInternationalFriendshipthroughGeo一

graphyTeaching.

氏は人間性には自我 egoisticと愛他 altruisticの両面があ9,後者こそ人間が他の動物

から識別さるべき最も重要な要素であることから説き超し,この精神こそ愛国心から世界人類愛に

拡大さるべきものであること,及び今日は単なる排他的の偏狭を愛国心で払 自身及び自国の利益

そのものをすら確保することのできをいことを強調した.そして,このよう夜人類の当然保有すべ

き崇高なる精神は,相互理解と世界一体感の基礎づけの上に打ち立てられ怠ければ怒らをいと説き,

地理教育こそ,この日標に到達すべき最も有力を手段であ9,さればこそ我 地々理教育の重任に当

る者軌 この責任を自覚して,目的達成のために適進すべき義務のあることを力説した｡更にまた

氏は,その具体的の方法として,常置の国際地理教育連合部門を,国際教育連合の中に設け,加入

各国に支部を設けて,情報の交換,学者の交流,教材の相互交換等に便宜を与え,また地理教員に

対して払 国際理解を通しての親善の精神の滴巷のために外国旅行の促進を計ることの必要性,及

びその具体策として,各国の相互援助を増進することなど,数多 くの方策を提唱した｡

内田寛一氏 (当時文理大助教授 )及び田中啓爾氏 (当時文理大教授)は教本氏の提唱に一歩を進

めて,共同提案の形式で,地理教育の教材の国際的交換の具体兼を提案した｡

ぬrlichiUchidaandKeijiTanaka,How toEncouragethe lnternatiorlal

ExchangeofOeograpbicalTeachingMaterials.

その内容は,加盟各国が夫々の国で作成されている地図類,地球儀,写真その他の教材の目録を

つ(a,各国に無料配布する｡外国の教材を欲しい国々は,教材国の教育連合の地理部会か,また

は国際教育連合の地理部会に申し込む｡このようにして,世界の地理教育者の相互の交渉が密に怒

れば,各国の地理資料が整備されるO かくすればこのような実利的の面だけで恵く,交渉を通して

の相互理解が深められて国際理解の実が揚がり,かくて,地理教育の大目標の一つである国際親善
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にも資することが大きい等の諸点を接案理由の主恵趣意としたo

｢日本の地理教育の目標と現況｣の説明には私が当ったo

AkiraWatanabe,PresentStatusofGeographyEducation inJapan.

私は先ず日本の地理教育の目標及び内容は,何等他国のそれと異たるものでは貴いことを述べ,

つぎに具体的にその実情を小学校 (当時はまだ国民学校では夜く,現在と同様に小学校であった〉

中等諸学校,高等学校 (旧制 ),専門学校,師範学校,大学に分けて述べた.これらの項目を記述

するに当って吐,少しも私見や希望を記したわけでは夜く,あくまでも当時の文部省制定の教授要

目と教育の実態に従って述べたまでeあb,それで立派に国際的に通用したのである｡今,その当

時の教授要目が私の手許に夜いので,日本文のままで原文をここにか目にかけるわけには行かをい

が,私の拙夜い英文を党に掲げる｡直訳では夜いが,大要は伝えられてあるつもDである｡

Thc purposeand contentsofgeographiceducation inJapan,although

possessing some characteristicpr)ints,are notmuchdiHerentfrom

those of the othercountries.One purpose is theacqiusitjon ofthe

sourld regionalknowledge ofvariouspartsof theworld,bothJapanand

abroad,throughwhich the idea ofpatriotism aswellas the spiritof

itlternationalgoodwHlcould be cultivated'The other is the compre-

hension ofthe naturaland humanmattersand phenomena operatil一g On

the surface of theearth.Theknowledge relating to them serves tocuト

･!tivate the abiHty ofprecise observationand faircriticism.

す夜わち地理教育の目標の一つは,日本及び世界各地域の謬たぎる認識を体得し,それを通して

愛国心と国際親善の精神を酒巻するにあb.いま一つは地表に生起しつつある自然及び人文現象を

理解し,それを通して正しい観察力を養成すると共に,公正な判断力を滴養することにある旨を述

べた｡これを以てしても,戦前の日本の地理教育は,戦時中の教科書の一部の記述に見られたよう

夜,偏狭を内容のもので浸かったことが明らかであるO

以上三つの所論の他にも,内外の学者から多 くの地理教育乃至地理学に関する所論が公開された

が,当時の日本の地理教育の内容を知るよすがとしては直接かかわれむミないから省略する｡ これら

の論文は昭和15年に第7回世界教育連合隔年会議議事録,Proceedingsof theSeventh

BiennialConference of theWorld Federation ofEducationAssociations,

Tokyo,August2-8.1957 中の第2巻及び第4巻に収録されている｡

私がここに長々と50年に垂んとする昔に行をわれた国際会議を持ち出したのは,再び繰b返す
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ようではあるが,このことが,日本の地理教育にとって劉期的な行事であったと云 うだけの理由で

は覆い｡それよbも,元来地理教育をるものさも 洋の東西を問わず,いやしくも狂信的独裁国家で

夜い以上は,どこの国でも,国際理解とそれを通 しての国際親善をその大きを目標の一つとしてい

ること,及び.･日本と雄も例外ではな く,そのいわゆる非常時体制の数年間を除いては,世界の諸自

由主義国家とあまb適わない方針と内容とを以て行夜われていたことを,若い方々に知って戴きた

いためである｡ただ惜 しむらくは,時あたかもシナ事変の勃発に際会し,その後の国際情勢の激変

によって,日本側から出されたような,今日から見れば当然過ぎる程,当然な提案も,日の目を見

ることなく葬b去られて了った.そして,これにつぐ非常時以後のことしか知らない人人の中には.

日本の地理教育が,明治以後ずっと偏透された状態でのみ行夜われて来たとい うように思う人が多

くなったことは遺憾なことであった.

当時の中等学校 (現在の中･高校に相当)の地理教育の内容は,中学校,高等女学校,実業学校,

師範学校で多少の通いはあったが,大綱は大同小異であった｡今規準と見られる普通中学校のもの

を挙げれば,

学年 1 2 5 4 5

内容 日本地誌 日本地誌 外国地誌 外国地誌 地理概説

週時間 1 2 1 1 1

日本地誌の内容は序説 (位置,地域区分,面積等),各地方の地誌,総説 (地形,海洋,気候,

住民,変通,政治 )である｡外国地誌 (各大陸及び極地方)は概説 (位置,地形,海洋,気供,住

氏,産業,交通,政治 ).各国,各地方の地誌である｡ 地理概説は地球,土地,海洋,気候,住民,

産業,交通,政治,世界に於ける日本の地位 である その取扱は一部の人士から無味乾燥.といわれ

た程客観的の立場から夜されていた｡但し多少問題が夜かったわけでは夜い.例､えば当'晴は中等

学校教科書は検定であD,各学校の自由採択にまかされていたから,多くの学校採用を目的とする

あまb,日本地誌夜どでは,中等学校の所在の市町名は成るべく漏れなく教科書に入れるように努

めるというようなことがあった相である. このことは特に地図帳に於て甚だしかった｡

非常時 体勢 下の 地理教育

溝洲事変が一応の落ち着きを見せた昭和9年から僅か5カ年を経て,昭和 12年夏からはシナ事

変がはじまD,その進行 と共に事局はいわゆる非常時体制-と突入した｡この情勢に即応すべく,

教育にも新しい体制が導入され,指導精神も｢皇国民の基確的錬成｣という新標語に示されたよう

恵明確をものとなったo地理教育も精神としては新方針に則 b,その線に沿って再開成が行をわれ

たことは否定できをい｡そして在来の地理的の教育素材は歴史,修身,国語等と共に, ｢国民科｣
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の中に統合卓れた｡

この方針は決して新しいことでは貴く,在来の教育体系に於ても実嶺されていたo例えば,'J､学

校で払 自然科学方面の教材は,学問体系とは別の ｢理科｣に統合盲れ,それが決して物理,化学,

生物,地質,地球物理等の諸体系科学 disciplines の縮刷版としてではをく,素材をこれらの

諸科学に求めつつも,児童の生活環境に即し,能力に応じた取扱いが表されていた.修身,公民と

ても同様であって,各 体々系を持った社会人文の諸科学の縮刷版を児童に押しつけていたわけでは

をかったO-つの独立科学が,そのままの名称と内容で′J､学校教育に取b入れられていたのは地理

と歴史だけであった｡

それであるから,小学校や中等緒学校の教育方針を既成の学問体系にとらわれることをく,学習

者の段階に即応して再編成しようとした試みは,着想としては一歩進んだものであったことを否む

ことはできないのであって,戦後の ｢社会科｣と相通ずるもめを認めることかできるO しかし,こ

のよ,う夜構造を段階の進んだ当時の中学の上級から師範学校に迄も拡大したことに,問題点があb,

当時の割一主義が露骨に現われていた｡

かくて,弦に70年に亘って続いていた′J､学校は国民学校とを9,初等科6年,高等科2年の義

務教育8年制が確立した｡一方初等科6年よbつづく中等学校は在来の通わである｡昭和16年5

月に公布された国民学校令第一条は次の如 く述べているo ｢国民学校は皇国の道に則少て初等普通

教育を施し国民の基礎的錬成を為すを以て目的と力｡中等学校は在来中学校,高等女学校,実業学

校等に分れ別の学校令によって規定されていたが,中学校令によって統-され,修業年限は4年制,

教育の目的を中堅皇国民錬成の一途に帰せしむべきことが明確にされた｡そして在来検定であった

教科用図番は原則として国定と定められ,文部省が直接その編纂に当ることとなった｡

この中でも8年義務制の国民学校は国民教育の基礎を夜すものであるから,その教師を巷成する

ために,在来中等学校扱いであった師範学校を5年制の専門学校に昇格させて発足させることと怒

った｡その趣旨は師範学校令の第一条に｢師範学校は皇国の道に則bて国民学校教員たるべき者の
錬成を為すを以って目的とす｣とあり,教科書も亦文部省編纂の国定を用いることと浸った｡

ここに問題にしようとし<いるのは,このよう夜制度もさること乍ら,地理教育の現実的の内容

がどのようであったかである.地理は国民科の中に統合され,国民学校5年以上の学年にはその時

間が配置されてありたが,スローガンとしては在来の ｢地理｣では浸く｢国民科地理｣であり,目
標とするところは ｢皇国民の基礎的錬成｣にあると強く叫ばれた｡しかしその内容払 当時の教科

事について見ると,序説と最後の部分に相当偏狭的,狂信的とも見られる記述があったことは確か

であるが,内容自体はやはb或は日本及び世界の各地の実情を明らかにしたものであD,または各
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の地理的現象についての客観的取扱いが中心を夜していたことは事実であるo

今これらのことを明らかにするために,手もとにある師範学校の教科書について見ると,序説の

冒頭には, ｢我が国土観｣に於で地理学習の意義と覚悟を次の如く表現している.

｢我が国民が国土と一つに怒ってこれと相親しむ心は昔から強いものがある. このことは国土生

成に関する伝承によく現れている｡･････････-････中略･･･････････-･oLかして,かかる一体親に立ち,

八紘為字の畢国の理想を奉じて現実の世に展じてゆくことこそ,我が国民に課せられた使命である｡

古代より皇威は大入洲のみ怒らず,大陸及び四囲の島々に輝き,それらの民が皇化に浴していたが,

明治以後に於いては特に顕著と夜少,今日に至って払 八紘為字の宏課は全世界に展開されつつあ

る｡皇国民の地理学習の使命は,かかる国土観,世界観を根底 として,皇国並びに関係諸地域の実

情を究明し,以て聾国の理想具現に翼賛し奉ることにある.｣(下線は輩者が引いたもの)

す夜わち賛肉を取 り去って見れば, ｢皇国 (す夜わち日本 )並びに関係諸地域の実情を究明する｣

ことにあったことがわかる｡序説ではこれについで地理学発達史を取扱っている.以下の目次は

第1牽 地理に於ける環境の意義,第1節 環境の本質,第2節 自然賛嘆の構成｡

第2葦 生活圏としての主賓自然環境,第1節 主賓自然地域,第2節 温圏,第5節 冷圏,

第4節 熱圏,第5節 乾燥圏,第6節 寒圏｡

第5章 地勢と人間生活及び国家活動,第1節 山地,第2節 平地,第5節 海洋と島喚｡

第4牽 主賓生産地城,第1節 地上資源生産地域,第2節 水界資源生産地域,第5節 地下

資源生産地域,第4節 主要工業地域｡

第5牽 民族と人口,第1節 各民族の文化段階と居住地域,第2節 人口の地域的考察｡

第6牽 交通,第1節 陸上交通,第2節 海洋交通,第 5節 航空交通 ｡

戦時中の発行は以上で終っている｡第三巻は殊土研究の手引を刊行することが予定されていたが,

果されをかった.従って結語はをい｡しかし,戦後間も夜く集落と云 う章で刊行され,師範学校の

教科書として供された｡

これらの内容は戦後暫時の問続いた師範学校にその儀 うけ継がれ,ついで簡素化されて新制高等

学校の ｢人文地理｣,ついで ｢地理｣に受けつかれている.

このように,戦時中と錐も,歴史と遮って,地理の内容の寅実からの歪曲が比較的少夜くて済ん

だの姓,地理の持つ本質的性格に根ざしている.元来,歴史と地理払 相互に深い依存関係を持つ

ばかりで夜く,両者共に実際に生起した生のままの素材の組み合わせを,一方は時代に投影された

姿として,他方は地域に投影された状態として,及び素材間の相互関連について取扱かうことを本

領としているとい う共通点を持っているoそればかbでをく,歴史の舞台は土地であれ ある歴史
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時代の空間的断面は,その時代の地理そのものであるO一方現在の空間的の性格,すなわち地理は

歴史的推移の現在の断面であるo このように,この両学科の宿命とも見られる関係は,両学科の各

の対象である時代及び地域の持つ本質に根ざしているのである.

しかし両者の間の大きを速いは,精神教育方面とのつをが少の程度の点にあるO地歴に限らず,

何れの学科も,全 く精神教育に関連の夜い学科はをhoしかし,特に緊密をつながDを持つ学科は

歴史である.歴史は云 うまでも夜く過去の事象の考察である. といっても,歴史教育に於ては,磨

史学的に明らかにされ,または問題と在ったことを,何等選択たしに持ち込むわけではたい｡時代

性の把握や,時代の推移の考察は云 うまでもをいが,教育目的に即応するよう75:歴史的事象の選択

が,学習者の年令,判断力の段階等を勘案してなされることが必要に75:るO如何に ｢事実｣である

からといって,18世紀から20世紀初頭にかけて,イギリスやフランスがインドやシナ方面でと

ったようを残虐行為を伴在った侵略的行動や,またはソ連が終戦当時及び以後に,滴洲夜どで日本

人に加えたようを常規を適した行為などを大きくとb上げた9,日本と朝鮮との抗争の面のみを強

調したbして,結果として国民間の憎悪心を増大させるよう夜ことは遅 くべきである｡ ここに歴史

の学問的考察と歴史教育との問には,事象の取b上げ方の相違がたければ怒らず,特に低学年に於

いてはこのような配慮が要望される所以があるO事実,各国の歴史教育について見ると,特に低学

年に於ては,その精神教育的の面を強く出しているのを見ることができる｡このことは,何も特に

偏向的であったといわれる日本の戦時中の歴史教育に限ったことではなレ､｡アメリカやソ連あたb

でも左様であって,初等教育では,建国の父とも云 うべきワシントンやレーニンの如きは半ば神格

化されている.

このように,歴史的事実は一つであるとしても,この取b上げ方が時代によ9,国によって異る

ものがあるのは当然である｡このようを取b上げ方の態度は,歴史が過去の現象を取b級かうもの

であるから,学習に不適当を現象をとり除いて考察してもさして不都合な事態を生ずることがない

場合にはよくあり得る.かくて歴史教育は修身的,精神的の方面と結びつき易い.そればかやで怒

く,歴史の学習の意義及び社会性はどの国でもそのような方面にあることは否め覆いのであって,

日本の教育にのみ例外を求める把は大きを無理がある.

ところが,地理は事情を異にする｡ それは地理の対象が地域の現在の状態であり,直ちに観察で

きる現象であるとい うことに基づくoそれであるから,地理教育では事実を歪曲することも抹殺す

ることも許されをい.如何に特定の国を美化して伝えようとしても,現実に他国に比し物心両面に

格段に劣っていれば,真相はすぐにわかって了 う｡レゝ くら各国が平和愛好の精神に燃えていると云

っても,世界各地で現実に侵略に類する行為が行をわれていて,国際不安が醸し出されていれば,
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学習者は新聞,テレビ等を通してすぐに真相を知D,却って教育に対する不信の念を増すことに怒

る｡

かくて,地理教育はあくまでも事実に即すべきである. 日本 ･世界の各地 ･各国のあDのままの

状態の中から,国民教養としてのミニマムエセソシアルの事実を提示し,それを説明的に教育して

地域理解,国際理解に資すべきである｡地理学習が精神教育的の方面に貢献することがあるとすれ

ば,世界各地のあbのままの状態の学習を通して体記されるところの,正鵠を得た判断九 批判力

を通してであって,いわば間接的のものである｡このことは,世界の各時代,各国を通 じて,地理

に対する社会の要望が地域認識を第一義とし,従って現実の把琴を中心とする方向に向けられてい

るという,地理の持つ本質的社会性に根ざしているoそして現実を中心とするものであるからには,

中等程匿の教育に当って,高鑑の因果論,解釈論をどの程度に取 り入るべきかという問題は別とし

て,学問としての ｢地理学Jと教育の一撃としての ｢地理学習｣との問に紘,考察の対象及び態度

に大き夜違いを設ける必要はない O 要するに地理は直接には修身の材料にはをb碍75:h o地理を国

民精神滴巷の手段に便お うとしても,結局は戦時中の ｢地政学｣の伝を追 う位のことになって了 う

し,このような客観性を重んずる性格を持つが故に,戦時中でもその歪曲の程度が少をくて済んだ

のである｡

(本稿はお茶の水女子大学附属高等学校研究紀要12号よb一部を転載した)

｡古 今 書 院 の 好 評 地 理 学 書

地 理 学 方 法 論
飯塚 浩二著 A5庶遺徳1.000円

地 理 学 と 歴 史
飯塚 浩二著 B占蹄巨価 600円

地理学論文讐 慧 毒5i落失嶋 仁膏著

地 理 学 の あ ゆ み
野間 三郎著 A5躍 価 900円

地理教師のみたアメリ●力
全国地理教育全編 A5版定価1,200円

アジアの静 一束から西一
別技 薦彦著 B占躍 価 450円

イ ン ド高 原の未開人
佐々木高明著 B6脚 450円

東京都千代田区神田駿河台 2- 10

自 然 地 理 調 査 法
町田 貞著 Bb版定価 480円

平 野 の 開 発
谷岡 武雄著 A5版定価1,500円

平 野 の 地 理
谷岡 武雄 著 A5脱 髄1,000円

集 落 地 理
矢嶋 仁書著 A5版対面1,2

地形 の教 室 警
中野尊正｡式正英著選書判定リ価

oo

l500

卵 瀞 滅脚 f5』 潔 貰気 候

写真でみる国土 全八巻九冊
中野 等正監修 A4版各価 480円

学
円

室
ズ円
哩

電話 (291)2757･8 古今審院
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